
め
で
た
き
焼
酎「
寿
百
歳
」

先
代
の
こ
だ
わ
り
が
こ
こ
に
。

東
酒
造
 初
代
社
長
 

東
　
喜
内（
ひ
が
し
き
な
い
）

店
主
の
お
す
す
め
、

｢寿
百
歳
」に
つ
い
て
ひ
と
言
。

｢ 百 歳 ま で 現 役 で い よ う 」 と い う 思 い か ら

 　 　 　 　 　 　  め で た き 焼 酎 「 寿 百 歳 」 は 生 ま れ た 。

焼 酎 「 寿 百 歳｣ の 生 み の 親 、 東 喜 内 は 、 好 奇 心 の 旺 盛 な 人 で 、

狩 猟 、 釣 り 、 自 転 車 、 旅 行 な ど 、

酒 づ く り 以 外 に も 、 人 並 み は ず れ た 感 心 を 示 し ま し た 。

そ の た め に 、 寝 起 き の 時 間 を 自 分 な り に う ま く 使 い 、

あ り 余 る 趣 味 を こ な し て き た の で す 。

人 に 左 右 さ れ な い 自 然 な 生 き 方 が 喜 内 の 本 分 で し た 。

焼 酎 「 寿 百 歳 」 が 生 ま れ た の は 、 喜 内 が 九 十 歳 の 時 。

百 歳 ま で 現 役 で い よ う と い う 思 い を 込 め 現 在 も 東 酒 造 は 、

喜 内 の 人 生 観 を 受 け 継 ぎ 、 永 に こ だ わ り 、 手 づ く り に こ だ わ り 、

自 然 と 共 に 歩 み 続 け て い ま す 。 何 事 も 自 然 が 一 番 。

い つ ま で も 穏 や か に 、 自 然 に 暮 ら し た い も の で す 。

大 正 四 年 の 創 業 以 来 、 東 酒 造 は 自 然 の 営 み と 共 に 歩 ん で い ま す 。

商
品
名：
本
格
焼
酎

　
　
　
 「
寿
百
歳（
こ
と
ぶ
き
ひ
ゃく
さ
い
）」

ア
ル
コ
ー
ル
度
数：
25
度

原
材
料：
さ
つ
ま
芋（
黄
金
千
貫
）・
米
麹

麹
菌：
白
麹

蒸
留
方
法：
常
圧

貯
蔵
年
数：
約
1年

製
造
販
売
元：
東
酒
造
株
式
会
社

新
商
品

東
酒
造
こ
だ
わ
り
の
本
格
芋
焼
酎
を
ぜ
ひ
一
度
、お
召
し
上
が
りく
だ
さ
い
。

こ
と
ぶ
き
ひ
ゃ
くさ
い

東 酒 造 設 立 五 十 周 年 記 念 。

飲
酒
運
転
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

妊
娠
中
や
授
乳
期
の
飲
酒
は
、胎
児・
乳
児
の
発
育
に

悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
りま
す
。

↓ 差 込 口 （ キ リ ト リ 線 ） ↓ 差 込 口 （ キ リ ト リ 線 ）

↓ キ リ ト リ 線

↓ 折 り 曲 げ 線

↓ キ リ ト リ 線 ↓ キ リ ト リ 線


